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調査情報
海況情報

　１～３月の表層水温は、筑前海の沖合域では、平年並みで推移しました。沿岸域では、１月はかなり低め、

２月はやや低めで、３月は平年並みとなっています。

　有明海では、１月はやや低めでしたが、２月は平年並みとなり、3月はやや高めとなっています。

　豊前海では、　１月はやや低めでしたが、２月にやや高めとなり、３月は平年並みとなっています。

筑前海沖合域の表層水温 　筑前海沿岸域の表層水温

有明海の表層水温 豊前海の表層水温

２
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ＴＡＣ対象魚種の漁獲動向について

（センター研究部）

順調に生育したクルマエビ種苗

中間育成水槽に収容直後に
元気に泳ぐクルマエビ種苗

  ＴＡＣ制度は「海洋生物資源の保存及び管理に関する法律」に基づき、対象魚種ごとの漁獲可能量（ＴＡＣ）を定め、水産

資源の適切な管理を行うための制度です。

　この制度の運用には、漁獲動向の把握が不可欠であり、国や都道府県などが連携し、漁獲実績を調査しています。

　本県では、マアジ、サバ類（マサバ・ゴマサバ）など 5種類が対象となっています。平成 24 年の漁獲動向は、マアジが

1,761 トンで平年比 49％、前年比 79％となっています。サバ類は、1,207 トンで平年比 109％、前年比 97％となっています。

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 14～23 13～20 前年比 10年比 8年比
宗像海域 3 331 398 104 173 936 129 836 26 393 301 362 1491% 131% 108%

福岡粕屋海域 166 38 89 279 59 94 1512 709 342 651 356 168 190% 183% 389%
糸島海域 163 9 411 150 9 148 116 588 142 149 213 178 105% 70% 83%
全海域 136 79 257 203 61 261 776 689 206 428 293 205 208% 146% 209%

マアジ

サバ類

月別

0

100

200

300

400

500

600

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
月

漁
獲
量
(t
)

23年

24年

平年

月別

0

100

200

300

400

500

600

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

月

漁
獲

量
(t
)

23年

24年

平年

年別

0

1,000

2,000

3,000

4,000

H14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24年

漁
獲

量
（
t)

年別

0

500

1,000

1,500

2,000

H14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24年

漁
獲

量
（
t)

12月 １月 ２月 ３月
実　績　値 -1.6 -0.3 -0.5 0.0
平年値 かなり低め 平年並み 平年並み 平年並み
実　績　値 -1.4 -1.3 -1.0 -0.4
平年値 かなり低め かなり低め やや低め 平年並み
実　績　値 -1.5 -1.1 -0.2 0.8
平年値 かなり低め やや低め 平年並み やや高め
実　績　値 -1.0 -0.9 0.6 0.3
平年値 やや低め やや低め やや高め 平年並み
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　有明海では、昨年 7月に豪雨災害に見舞われ、漁港施設や漁船などが損壊し、海や海岸には大量のゴミ

が流入するなど、被害の規模は相当のものでした。このため、県では国・市とともに漁業者と一体となっ

て復旧にあたった結果、養殖は当初の予定通り始めることができました。養殖開始直前には、珪藻プラン

クトンの増殖により栄養塩が少ない状況でしたが、増殖はすぐに収まり、10 月 17 日の降雨で栄養塩は十

分な量に回復しました。その後は育苗、冷凍網入庫および秋芽網生産は順調に行われ、12 月中旬に秋芽

網生産が終了しました。次いで、冷凍網生産は 12 月 23 日から開始され、１月までは順調に生産が行われ

ました。しかし、２月上旬から珪藻プランクトンの増殖によって栄養塩が減少したため、ノリの色落ちが

発生し、この色落ちは漁期終了間近の３月下旬まで長期間継続しました。

　24 年度の生産結果は表のとおりです。

  生産枚数は 13.8 億枚（前年比 112％）、生産額は 132 億円（前年比 109％）と前年度を上回り、平年並

みの生産となりました。

平成 24 年度　有明海ノリ養殖経過と生産結果

（有明海研究所）

ノリ生産実績（秋芽生産）

生産枚数（億枚） 生産金額（億円） 平均単価（円）

平成24年度 3.9 44.7 11.40

昨  年  度 2.2 20.9 9.35

過去5年平均 3.9 39.9 10.19

※平成24年度：第３回共販までの集計

（有明海研究所）

　有明海では、昨年 7月に豪雨災害に見舞われ、漁港施設や漁船などが損壊し、海や海岸には大量のゴミ

が流入するなど、被害の規模は相当のものでした。このため、県では国・市とともに漁業者と一体となっ

て復旧にあたった結果、養殖は、当初の予定通り始めることができました。養殖は 10 月 16 日から開始さ

れました。珪藻プランクトンの増殖によって養殖開始直前に栄養塩が少なくなりましたが、珪藻プランク

トンの増殖はすぐに治まり、10 月 17 日の降雨で栄養塩は問題ない状態にまで回復しました。その後は順

調に育苗、冷凍網の入庫および秋芽網生産が行われ、12 月中旬に秋芽網生産が終了しました。次いで、

冷凍網生産は 12 月 23 日から開始され、１月までは順調に生産が行われました。しかし、２月上旬から珪

藻プランクトンの増殖によって栄養塩が減少したため、ノリの色落ちが発生し、この色落ちは漁期終了間

近の３月下旬まで長期間継続しました。

　24 年度の総生産は表のとおりです。

  今年度は、昨年の九州北部豪雨災害の影響が懸念されましたが、生産枚数は 13.8 億枚（前年比 112％）、
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　今年度の有明海におけるノリの採苗（種付け）は、10 月 16 日から開始されました。採苗直前には、珪藻赤潮が発

生し栄養塩が低下しましたが、その後の降雨により、て採苗への影響が心配されましたが、17 日にまとまった降雨

があり栄養塩が十分量まで回復したため、採苗は順調に終了しました。その後の育苗は順調に進み、11 月８～ 14 日

にかけて冷凍網の入庫作業が行われました。また、摘採は 15 日から開始され、近年になく良質の製品が生産されま

した。秋芽生産での摘採は３～５回行われ、12 月 18 日までの一斉撤去で終了しました。

　病害については、あかぐされ病が 11 月 11 日に初認され、下旬の小潮前後で急速に拡大し、河口漁場を中心に重

症化しましたが、干出管理が功を奏し、12 月には小康状態となりました。一方、壺状菌病は 12 月３日に初認されま

したが、特に大きな問題とはなりませんでした。

　今年度の秋芽生産結果は下表のとおりです。海況に恵まれたため、生産枚数・金額ともに昨年度及び過去５年比

を上回る豊作となりました。

湾奥に設置された囲い網（福岡地区）

（センター研究部）

有明海のり養殖状況

24 年度　有明海養殖ノリの生産結果

　　　　有明海におけるノリの採苗作業　　　　

カゴを使って海底で種苗を放流（糸島地区）

（有明海研究所）

マアジ 中位

マサバ 中位

ブリ 高位

マダイ 中位

中位

低位

ヒラメ 中位

トラフグ 低位

ケンサキイカ 低位

資源水準

対馬暖流系群

対馬暖流系群

魚種 系群

日本海西部・東シナ海系群

サワラ
東シナ海系群

瀬戸内海系群

日本海西部・東シナ海系群

日本海・東シナ海・瀬戸内海系群

日本海・東シナ海系群

主要魚種の漁獲動向（マアジ、サバ類）

ノリ生産実績（秋芽生産）

生産枚数（億枚） 生産金額（億円） 平均単価（円）

平成24年度 3.9 44.6 11.40

昨  年  度 2.2 20.9 9.35

過去5年平均 3.9 39.9 10.19

※平成24年度：第３回共販までの集計

ノリ生産実績（秋芽生産）

生産枚数（億枚） 生産金額（億円） 平均単価（円）

平成24年度 3.9 44.7 11.40

昨  年  度 2.2 20.9 9.35

過去5年平均 3.9 39.9 10.19

※平成24年度：第３回共販までの集計
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ＴＡＣ対象魚種の漁獲動向について

  ＴＡＣ制度は「海洋生物資源の保存及び管理に関する法律」に基づき、対象魚種ごとの漁獲可能量（ＴＡＣ）

を定め、水産資源の適切な管理を行うものです。

　この制度の運用には、漁獲動向の把握が不可欠であり、国や都道府県などが連携し、漁獲状況を調査し

ています。

　本県では、マアジ、サバ類（マサバ・ゴマサバ）など 5種類がＴＡＣ対象魚種となっています。平成 24

年の本県沿岸漁業の漁獲量は、マアジが 1,761 トンで平年比 49％、前年比 79％、サバ類は 1,207 トンで平

年比 109％、前年比 97％となっています。

生産枚数（億枚） 生産金額（億円） 平均単価（円／枚）

平成24年度 13.8 131.7 9.54

昨年度 12.3 127.4 10.38

過去５年平均 13.8 132.8 9.63
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水産物の移動販売について

（豊前海研究所、センター研究部）

研究情報

リン欠乏によるノリ製品の色落ち

　（左：色落ちノリ、右：正常ノリ）

  本県の養殖カキは、豊前海区と、筑前海区のうち糸島地区と福岡湾が主な産地となっています。

　24 年度の各海区の生産状況は以下のとおりです。

【豊前海区】

　カキ養殖には主に宮城県産のカキ種苗が用いられていますが、24 年度は震災後初めて出荷されたカキ種苗

による養殖となりました。

　通常カキ種苗は抑制（稚ガキに干出をかけ、強いカキを選別する作業）を行って筏に垂下しますが、被災

地の抑制場が地盤沈下したため、昨年度は、豊前海の漁業者自らが初めて抑制作業を行いました。（表紙写真）

　養殖概況としては、５月中旬から７月下旬にかけて、クロダイによるカキの食害が発生し、特に南部地域

では被害がひどく、一部のイカダではほぼ壊滅的な状況となりました。

　しかしながら、付着数が平年より低下したことにより、秋期の減耗が例年より少なく、カキが餌となるプ

ランクトンを十分に摂れたため、例年以上に身入りが良いカキが収穫されました。その結果、海区全体の生

産量は、約 1,050 トンと例年の７割程度となる見込みです。

【筑前海区】

　福岡湾は平年並みの生産でしたが、糸島地区では高水温の影響により秋季にへい死が続き、海区全体の生

産量は前年の６割程度となる見込みです。

　糸島地区では、収穫量の減少に伴い、カキ小屋を輪番で休業するなど、顧客への影響を最小限に止める取

組が行われました。一方、糸島漁協や地元観光協会などが連携し、カキ小屋などを巡るバスツアーを企画す

るなど、新たな取組も進められています。

　近年、食害による減耗や秋季のへい死などにより、養殖カキの生産が不安定となっており、県では、生産

安定に向けた減耗防止対策に取り組んでいきます。

平成 24 年度　カキ養殖の概況について

衛生処理され出荷を待つ豊前海一粒かき

  県では、漁業者の経営安定や収益性向上を目的に、直接販売や６次産業化を推進しています。直接販売手

法のひとつとして「水産物の移動販売」について、実際に筑前海区の３漁協が移動販売車を使って飯塚市等

の内陸部の農産物直売所で試験販売を行いました。

　その結果、１日１カ所あたり平均約４万円の売上額があり、販売カ所を増やすことで収益性が見込めるも

のと試算されました。

　また、農産物直売所に来場する消費者を対象に水産物の意識調査を行った結果、「鮮度」、「産地」、「価格」

を水産物購入の判断基準としていることが分かり、消費者に対し「鮮度」や「産地」等を積極的にＰＲする

ことが必要と考えられました。

　近年、他県の漁協や生産者が、大消費地である福岡市をＰＲや販売の拠点として移動販売を開始しており、

県民が県産水産物を支持してくれる環境が脅かされています。本県漁業者は、他県の生産者より費用を掛け

ずに県内でＰＲや販売を行うことができることから、移動販売のご検討をお勧めします。　

  近年、福岡湾内のノリ養殖において海水中のリン (溶存態無機

リン欠乏によるノリの細胞の変化

（矢印：細胞の巨大化、楕円内：成熟化）

リン濃度別ノリの色調変化の推移

0μmol/L

0.2μmol/L

0.4μmol/L

対照区
（40μmol/L）

40

45

50

55

60

65

70

0 1 2 3 4 5 6 7

培養日数

色
調
指
数

リ
ン
欠
乏
区

行列ができるほどに賑わう

カキ小屋（糸島地区）

移動販売車での販売

その他
1%

鮮度
46%

長期保存
1%

産地
26%

価格
26%

水産物購入の際の判断基準



なみなみ通信　VOL.56

５

　農林水産省で開催された授賞式
（後段、右から３人目が山本組合長）

かなとふくまつり

なみなみニュース
糸島漁協が地産地消優良活動表彰を受賞

　農林水産省では、地産地消の取組を一層促進するため、「地

産地消優良活動表彰」として全国各地の創意工夫のある様々

な地産地消の取組・活動を募集し、厳正な審査を経て選定し、

表彰しています。

　今回、糸島漁協が食料産業局長賞を受賞し、３月 21 日に

糸島漁協　山本組合長が授賞式に出席されました。

　この表彰は、今回で７回目ですが、福岡県の団体が受賞

したのは今回が初めてです。

　糸島漁協では、直売所を展開するとともに、今や観光資

源として定着したかき小屋を生産者とともに盛り上げ、さ

らに、ＪＡや肥料会社と連携してカキ小屋から出るカキ殻を

土壌改良剤として活用するなど、地域活性化の取組を進め

ています。

　また、学校給食への魚のすり身や海藻など食材の提供、

料理教室の開催など、こうした様々な取組が評価され今回

の受賞となりました。

写真

豊前本ガニなどを直売

豊前海一粒かき販売促進キャンペーン

豊前海一粒かきの説明を聞く参加者

ふくおか「農と商工の自慢の逸品」展示商談会に２漁協が参加
　県では、６次産業化や農商工連携による地域の取組を推進しており、25 年 1 月に、福岡県内の農林漁業者

や商工事業者の自慢の逸品を一堂に会した「商談会」を開催しました。漁協では、糸島漁協と新宮相島漁協

が参加しました。

　商談会では、両漁協とも百貨店のバイヤーなどに対し、自慢の商品を熱心にアピールしていました。

商談会での各漁協の展示ブース（左：糸島漁協、右：新宮相島漁協）

移動販売車での販売

その他
1%

鮮度
46%

長期保存
1%

産地
26%

価格
26%

水産物購入の際の判断基準

価格
26%

長期保存
1%

その他
1%

産地
26%

鮮度
46%
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鐘崎漁師まつりが開催

表彰式（左から４番目が江口一弘さん）

　８月○日に福岡県漁連などが「かなとふぐまつり」を福岡市博多区築港本町「ベイサイドプレイス博多」

で開催します。

　本県はかなとふぐの全国有数の産地です。また、10 月からは東京都で条例改正に伴いフグの流通が拡大

することが予想されます。

　このような機運の中、今回のイベントは県内外のみなさんに秋に旬を迎えるかなとふぐを知ってもらおう

と○○や○○などが企画されています。かなとふぐを味わいにイベントにお越しください。

中澤さかな氏による講演

生産者が「福岡のり」をＰＲ
「福岡のり」の試食販売会場

ふくおか「農と商工の自慢の逸品」展示商談会に２漁協が参加

　県では、６次産業化や農商工連携による地域の取組を推進しており、25 年 1 月に、福岡県内の農林漁業者や

商工事業者の自慢の逸品を一堂に会した「商談会」を開催しました。漁協では、糸島漁協と新宮相島漁協の２

漁協が参加しました。

　商談会では、両漁協とも百貨店のバイヤーなどに対し、自慢の商品を熱心にアピールしていました。

③豊築漁協さかな祭

　小呂島の若い漁業者などで構成される小呂島しまづくり協議会が、島で獲れるヤズ（小型のブリ）を

使った加工品づくりに取り組んでいます。

　今回は、にした所主催の農商工マッチングフェア in 北九州に参加しました。

　組合長会からは、豊前海一粒かきや豊前本ガニ、ヨシエビを出品し、参加した飲食チェーンや通販関

連の事業者が熱心に質問を投げかけられるなど、関心の高さがうかがえました。

　また、豊前海一粒かきは、ブースを訪れた事業者のほとんどが一度は食べたことがあるなど、北九州

　豊前市宇島漁港では、10 月 13 日に「豊築漁協さかな祭」

が開催されました。豊前海で獲れた豊前本ガニ（ガザミ）

やシバエビなどの水揚げされたばかりの魚介類が飛ぶよう

に売れていました。

　また、子供たちを対象とした魚のつかみ取り大会では、

子供たちがずぶ濡れになりながらも元気よく魚を追いかけ

回していました。

　

豊前本ガニなどを直売

豊前海一粒かき販促キャンペーンを開催

商談会での各漁協の展示ブース（左：糸島漁協、右：新宮相島漁協）

相島生まれの真珠が市場に登場！

　平成 19 年度に新宮町の相島で真珠養殖がスタートし、

毎年、高品質な真珠が収穫されてきました。そして、25

年３月より店頭での販売が開始されます。

　今回は、東京や福岡の百貨店などで、真珠のネックレ

スやイヤリングなどの宝飾品が販売されます。

　また、相島の養殖場では、今年度も上質な真珠が収穫

されており、新たな真珠の産地として期待が高まってい

ます。

ふくおか「農と商工の自慢の逸品」展示商談会に２漁協が参加

普及だより
豊前海区青壮年協議会の江口一弘さんが水産庁長官賞を受賞

　平成 25 年３月に東京都で第 18 回全国青年・女性漁業者交流大

会（ＪＦ全漁連主催）が開催されました。

　福岡県からは、豊前海区漁協青壮年協議会の江口一弘さん（豊

前海北部漁協恒見支所）が「すべてのヒントはお客様から－「豊

前海一粒かき」販売促進の取り組み－」というテーマで発表を行

い、水産庁長官賞を受賞しました。

　発表では、「豊前海区かき養殖研究会」がこれまで行ってきた、

ブランドのネーミングや規格の統一、福岡市天神等で行ったイベ

ント活動により、単価の向上や全国的な販路開拓につながったこ

とや、最近オープンしたカキ小屋「恒見焼き喰い処」の取組につ

いて報告しました。

　講評では、消費者との会話の中で得たヒントをもとに、漁業者

自らが積極的に対策を講じ、結果的に「豊前海一粒かき」を県内

有数のブランドに成長させるとともに、さらには収益の増加にも

つながったことが多くの漁業者が見習うべきものとして高く評価

されました。

　○○○ 写真

福岡県有明海区研究連合会が福岡のりの品評会を開催

　若手ノリ生産者で構成されている福岡県有明海区研究連合会が、

３月28日に福岡のりブランド推進品評会を開催しました。品評会は、

生産者が丹精を込めてつくったノリを一堂に集め、優秀なノリを表

彰することで、品質に対する生産者の意識を高めることを目的とし

ています。

　審査は、各地区から選りすぐられたノリを参加者が色や味などを

評価し、最も良いと思うノリを投票するというものです。

　今年は、有明漁協の堤健太郎さんが１位となり、福岡県知事賞を

受賞しました。

品評会で出展されたノリを審査する参加者
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　こんにちは、今年の４月から水産海洋技術センターに来まし

た熊谷香です。

　３月までは県庁の水産振興課におりまして、ノリ・カキなど

の養殖業振興と県産水産物全般の広報、販売促進、ブランド化

などを担当していたので、皆様にはイベントの際にハッピ姿で

お目にかかることも多かったかと思います。

　その前は有明海研究所でノリ養殖指導をしており、そしてこ

れからは筑前海のノリ担当となりました。気づけばノリ歴も

10 年目かぁと感慨深く感じています。（と書きながら、鏡を見

るとノリの破片がまた口の端に…。職場の定番おやつは焼きノ

リです）

　お仕事柄もあって地産地消好みなので、趣味は地魚や地元の

野菜・果物満載の料理と地酒を楽しむ事です。休日は酒蔵めぐ

りや畑見学に出歩く、つまり只の食いしん坊です。

　これからは、加工品の試作や魚病診断という初めてのお仕事

に携われるため、まずは業務に早く慣れて、いずれは消費者の

方々にも愛されるような加工品づくりを通して微力ながらも販

売促進のお役に立ちたいと思っておりますので、どうぞ宜しく

お願いします。

　県全域の水産加工品のアイデアを随時募集中です。是非ご一

報ください♪

研究員紹介
研究部　応用技術課　主任技師　熊谷　香　　

豊前海一粒かき販売促進キャンペーンを沖縄県で開催 　福岡県では、毎年 11 月を「フクオカ・サイエンスマンス（科学技術創造月間）」と位置づけ、青少

年をはじめとする県民の皆さんに科学に対する理解と関心を深めていただくため、研究施設の一般開

放や成果の紹介等を行っています。

　センターでも、毎年恒例となった「おめで鯛まつり」と調査取締船｢げんかい｣の一般公開を 11 月

23 日（金・祝）に行います (入場料は無料です )。

　イベントの詳細については、サイエンスマンスイベントガイドや、フクオカサイエンスマンスのホー

ムページ (http://www.fukuoka-sciencemonth.com/)、水産海洋技術センターホームページ (アドレスは８ペー

ジ )を御覧ください。今年もたくさんのご来場をお待ちしています。

豊前海一粒かき販売促進キャンペーン

投網体験

　豊前海区のかき養殖業者でつくる「豊前海区かき養殖研究会」

では、豊前海一粒かきの販売促進活動を積極的に行っています。

３月９、10 日には、沖縄県豊見城市豊崎の「JA おきなわ食彩館

菜々色畑」で「豊前海一粒かき販売促進キャンペーン」を開催

しました。

  沖縄でのキャンペーンは平成 20 年に始まって以来、今年で５

回目となり、毎年沖縄県内外を問わず多くの来場者が訪れてい

ます。

  本年度は、昨年の２倍の 1.2 t のかきを用意しましたが、好

天に恵まれたこともあり両日とも完売し、特に２日目は販売開

始前から行列ができるなど、大盛況となりました。

研修会で藻場づくりや６次産業化を説明
　北九州市の漁業者を対象にした研修会で、漁業者による藻場

づくりや６次産業化の事例について講演を行いました。

　藻場づくりについては、漁業者が実践できる手法として母藻

投入やウニ類の除去を紹介しました。

　北九州市地先においても藻場が減少しつつあり、漁業者の間

でも危機感は強く、参加者は真剣な表情で話に聞き入っていま

した。
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＜編集発行＞福岡県水産海洋技術センター企画管理部企画情報課

　　　　　　〒８１９－０１６５　福岡市西区今津１１４１番地１

　　　　　　TEL  ０９２－８０６－５２５１　FAX　０９２－８０６－５２２３

                  センターホームページ　http://www.sea-net.pref.fukuoka.jp/

                  携帯電話対応  http://www.sea-net.pref.fukuoka.jp/mobile/ 

　海の贈り物アート (8/2)

　○○○

当日は、ミキモト博多真珠養殖に４月に入社した藤木さんにセミナーを行ってもらいました。 
表題は、『真珠養殖業着業まで道のりと着業して思ったこと』です。就業のきっかけ、就業ま 
での流れ、着業しての感想などを話してもらいました。 
相談会の方は、７，８名が水産のブースに来ました。このうち、相談カードに登録した人は 
４名でした。うち１名は常連、別の１名は母親に連れられた女学生です（真珠養殖希望）。

　  県では、８月に漁業への就業者の確保のため、ふく

おか農林漁業新規就業セミナーを開催しました。セミナー

では、就業希望者の方に、本県の漁業をわかりやすく紹

介するため、先輩漁業者からの講演を行いました。今回は、

今年の春に真珠養殖業に就業した藤木さんに漁業に就業

しようと思った動機などを語っていただきました。

　講演の後の相談会では、10 名程が漁業のブースに訪れ、

担当者の話を真剣な表情で聴いていました。

 　　　　　　　浜野教授による講演　　　　　　　

人事異動
（平成25年4月1日付け）

○水産海洋技術センター

職　　名 氏　　名 旧　　所　　属

所　長 半田　亮司 水産局長

企画管理部 企画情報課 研究員 篠原　直哉 内水面研究所

研究部 漁業経営課 課　長 中原　秀人 農業総合試験場

参事補佐 濱田　豊市 豊前海研究所（浅海増殖課長）

技師 森　慎也 新規採用

資源環境課 課　長 江藤　拓也 水産海洋技術センター(海洋環境課長）

研究員 恵崎　摂 漁業管理課

資源環境課（げんかい） げんかい船長 高村　峰登 豊前海研究所（ぶぜん船長）

技術主査 小林　喜利 有明海研究所

技師 松下　渥史 漁業管理課

技師 福森　雄三 新規採用

資源環境課（つくし） 技術主査 藤内　秀明 豊前海研究所

応用技術課 課　長 安藤　朗彦 水産海洋技術センター(漁業資源課長）

主任技師 熊谷　香 水産振興課

○有明海研究所

職　　名 氏　　名 旧　　所　　属

のり養殖課 課　長 秋元　聡 有明海研究所（資源増殖課長）

参事補佐 小谷　正幸 水資源対策課

事務主査 濱崎　國子 南筑後県土整備事務所

のり養殖課（ありあけ） 企画主査 堂本　博司 豊前海研究所

資源増殖課 課　長 宮本　博和 漁業管理課

研究員 的場　達人 水産振興課

○豊前海研究所

職　　名 氏　　名 旧　　所　　属

所　長 西川　仁 内水面研究所（所長）

漁業資源課 企画主査 坂井　忠成 福岡県立大学

研究員 宮内　正幸 水産海洋技術センター

漁業資源課（ぶぜん） ぶぜん船長 坂見　龍彦 漁業管理課

企画主査 榎田　若久 水産海洋技術センター

技術主査 松村　鉄之 水産海洋技術センター

浅海増殖課 課　長 伊藤　輝昭 豊前海研究所

技術主査 寺井　千尋 有明海研究所

○内水面研究所

職　　名 氏　　名 旧　　所　　属

所　長 太刀山　透 漁業管理課

主任技師 松本　昌大 有明海研究所

技能員 池田　佳嗣 朝倉県土整備事務所

△転出

職　　名 氏　　名 旧　　所　　属

農林水産部水産局 漁業管理課 技術主査 福澄　賢二 水産海洋技術センター

技術主査 江崎　恭志 水産海洋技術センター

技師 小池　美紀 水産海洋技術センター

水産振興課 課　長 石田　祐幸 豊前海研究所（所長）

専門技術指導員甲 福永　剛 有明海研究所（のり養殖課長）

主任技師 石谷　誠 豊前海研究所

主任技師 梨木　大輔 水産海洋技術センター

農林水産部 農村森林整備課 主任主事 佐藤　素洋 豊前海研究所

□退職(平成25年3月31日付け）

氏　　名

冨重　信一

水産海洋技術センター 榎田　初喜

松本紀美子

荒巻　明満

旧　　所　　属

有明海研究所

有明海研究所

げんかい船長

企画主査

主任技能員

水産海洋技術センター 所長

新　　所　　属

新　　所　　属

新　　所　　属

職　　名

新　　所　　属

新　　所　　属
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